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６月（５月末を含む）の教育活動 
  ６月は、行事もありますが、比較的落ち着いて授業が行われる月でもあります。本年度が始まって２ケ月、 

本格的に年度が動いています。本号では、６月の教育活動についていくつかご紹介します。 

 

埼玉県教育長学校訪問 ５月３０日（水）午前、埼玉県の小松弥生教育長が本校を視察なされました。 

 県内の学校のうち、直接、県教育長が訪問する学校は限られています。２時間の滞在の中で、授業の様子や施

設を視察されました。後日、御丁寧にお礼状をお送りいただきました。当日にいただいたお話や、お礼状の中で

「激推 イノシカバーガー」を中心とした学校の取組などについて生徒の皆さんを褒めていただき、また、秩父

地域が持つ様々な題材を学校教育や商業高校としての取組に生かしていくことの大切さを仰っていました。 

 皆野高校やその取り組みは、大変注目されています。ますます「地域と共に栄える学校」を目指して、さまざ

まな取り組みを進めていきたいと考えています。 

 

体育祭 ～新井涼平選手と三沢小学校の児童・本校生徒の交流～ 

 ５月３１日（木） 体育祭が開催されました。今年は、長瀞町出身で、本校

卒業生である新井涼平選手（やり投げ スズキ浜松ＡＣ所属）に来校していた

だきました。また、皆野町立三沢小学校の児童の皆さんにも来校していただき、

交流行事を行いました。「めざせ！ 新井涼平」と題した新種目では、新井選手

の指導のもと、「ジャベリックボール」を用いた投てき種目をおこないました。

小学生の皆さんも、本校生徒も、新井選手の

模範投てきを見習い、一生懸命に取り組んでいました。また、新井選手には

実際の「やり」の投てきの実演も行っていただき、その力強くも美しい姿と、

遠くまで飛ぶ「やり」に、一同、驚きと感動をもって見学しました。新井選

手は６月２２～２４日に山口県で開催された日本陸上競技選手権大会で優勝

され、今年８月からインドネシアで開催される「ジャカルタ 2018 アジア競

技大会」日本代表選手に内定しました。今後も、引き続き応援お願いします。 

 

卒業生との進路懇談会 
６月１日（金）さまざまな分野で活躍する卒業生に来校していただきました。

 

 本校卒業生の就職先、進学先にお願いを申し上げ、御協力をいただきました。改めて御礼を申し上げます。 

また、来校していただいた卒業生の皆さん、お忙しいところ有難うございました。卒業生の皆さんの話を伺って

いて、何より素晴らしいと思ったことは、明確に目標を持っているということでした。「○○○の資格を取る」「○

○○（という役職）になる」など、それぞれにお話がありました。素晴らしいことで、在校生にとってまぶしく

見えたのではないでしょうか。校長として冒頭に、「ずっと先の目標は見えにくいかもしれませんが、自分のす

ぐ先を行く先輩のお話は、皆さんの『道しるべ』になります。」と話しました。先輩を目標に、それぞれ自分の

道を切り拓いていってください。 

 

授業研究週間
 
６月１１日（月）～２６日（火）先生方がお互いの授業を見学 

 よく教員は「授業で勝負」とも言われます。本校では授業研究週間を設けて、

お互いの授業を見学し、２７日（水）にその振り返り会を行い、授業力を高める

取り組みを行っています。より良い授業を行うことで、生徒の力を伸ばします。 

 生徒の皆さんも、授業を大切に、自分の力を蓄えていってください。 

創立５３年 

誠
実 

勤
勉 

奉
仕 

協
力 

HP ｱﾄﾞﾚｽ http://www.minano-h.spec.ed.jp TEL 0494-62-2076 

http://www.minano-h.spec.ed.jp/

